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週次ＳＡＰＳ会議で公開 ・ 討議 ・ 見直し

●ＳＡＰＳ経営会議 ： 役員と部長 ・ 室長以上

●部門ＳＡＰＳ会議 ： 各部長 ・ 室長と配下のマネジャー

●小集団ＳＡＰＳ会議 ： 各マネジャーと一般社員

ＳＡＰＳ経営の仕組み

①ＯＧＩＳＭ（Ａ） 表 ： 半期ごとの目標と課題、 進捗状況を数値指標化

②1Ｐローリング表 ： 月次ごとの重点課題と進捗状況を週次で見直す

③ＳＡＰＳ週報 ： 1 週間ごとのスケジュール表
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創業者高原慶一朗氏の経営哲学

常に最高の満足をお客様にお届けできるよう、尽くし続けてこそナンバーワンになれ

る。また、ナンバーワンの責務として前人未踏の満足を創造し続ける必要がある。

そのためには、全社員の英知と行動力を結集してベストを尽くし続ける必要がある。

変化こそ新しい価値を生む。自ら変化することによって自分自身が成長し、その結

果、業績成果が上がる。変化を価値が生み出されるレベルまで高めなければならな

い。

物事の原因と責任は全て自分にある。いつも人の話しを素直に聞き、問題が発生し

た場合も自分の非力さを原因に求め、他に責任を転嫁しない。原因を自分に求める

ことにより失敗の教訓に生かすことができ、人は成長する。

尽くし続けてこそ No.1

変化価値論

原因自分論
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京セラのアメーバ経営

－役割を明確にして利益責任を持たせる－

 アメーバ経営とは京セラの創業者である稲盛和夫氏が考案した経営手法であり、 京

セラグループを今日まで成長させてきた独自の経営システムである。 稲盛氏はアメー

バ経営について 「会社経営とは一部の経営トップのみでおこなうのではなく、 全社員

がかかわりを持っておこなうものとの考えにもとづく。 会社の組織をできるだけ細かく分

割し、 それぞれの組織のしごとの成果を判り易く示すことで全社員の経営参加を促す

経営管理システムだ」 と語る。 一般にアメーバ経営とは 「機能ごとに小集団部門別採

算制度を活用して、 すべての組織構成員が経営に参画するプロセスである」 とされる。

 アメーバ経営を導入する際に特に重要なことは、 組織編成についてである。 営業、

生産、 技術、 管理とはどのような責任と権限を担うべきかを明確にしておかなければ

ならない。

営

業

部

門

製

造

部

門

●営業の責任を 「受注 ・ 売上から入金まで」

●受注生産においては受注価格で、 在庫商品については販売価格に

もとづいた販売価格で製造部門に手配する→「市場価格を社内でも

貫徹」

●営業が、 担当する製造部門の事業拡大と採算に責任を持つ 「営業

主導経営」

●営業部門もプロフィットセンターとして、 利益責任を持つ

●受注残にもとづき、 生産計画を決定する

●営業手配の価格で利益が出るよう、 生産の効率化とコストダウンをは

かる→「製造原価ではない」

●製造命令書単位で、 お客様の単位変更 ・ 数量変更に対応する

●受注の動向に合わせた生産体制の構築→「市場に直結」
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ＳＡＰＳ経営に用いる 3 つのツールと会議の相関関係

－半期の目標を週の行動に 「分割して」 実行する－

Objectives ： 目標

Goals ： 数値目標

Issues ： 課題

Strategies ： 戦略

Measures ： 判定基準

Action Plan ： 行動計画

毎週、ＳＡＰＳ会議を開き、

1Ｐローリング表、ＳＡＰＳ週

報の内容を論議し合う

連動

Ｂ
Ｃ
Ｇ
の

　
　
ア
ド
バ
イ
ス

Ｐ
�
Ｇ
の

　
人
材
育
成
手
法

京
セ
ラ
の

　
ア
メ
ー
バ
組
織

ト
ヨ
タ
生
産
方
式

ＯＧＩＳＭ（Ａ）表

3 カ年中期経営計画の目標

を達成するために、半期に実

行すべき戦略を導き出す

1Ｐローリング表・
ＳＡＰＳ週報

業務プロセスを毎週検証し、

問題点をすぐに修正して、継

続的に改善していく

週次ＳＡＰＳ会議

「三人寄れば文殊の知恵」の

ことわざのように、メンバー

がアドバイスし合う
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1961 年 （昭和 36 年） 高原慶一朗氏、 建材メーカー大成化工株式会社を設立。

1963 年 （昭和 38 年） 生理用品の製造を開始。

1974 年 （昭和 49 年） ユニ ・ チャーム株式会社設立。

1976 年 （昭和 51 年） 東証第 2 部上場。

1981 年 （昭和 56 年） 子供用紙おむつの製造を開始。

1983 年 （昭和 58 年） 建材事業を子会社のユニ ・ タイセイ株式会社へ譲渡。

1984 年 （昭和 59 年） 台湾に合弁会社設立。

1985 年 （昭和 60 年） 東証第 1 部に指定替え。

1986 年 （昭和 61 年） ペットケア事業、 教育事業に参入。 大人用紙おむつ発売。

1987 年 （昭和 62 年） タイに合弁会社設立。

1993 年 （平成 5 年） オランダに合弁会社設立。

1994 年 （平成 6 年） 韓国に合弁会社設立。

1995 年 （平成 7 年） 上海に合弁会社設立。

1997 年 （平成 9 年） インドネシアに合弁会社設立。 マレーシアに 100％子会社設立。

1998 年 （平成 10 年） ペット事業を子会社のユニ ・ タイセイ株式会社へ譲渡。

1999 年 （平成 11 年） ユニ ・ タイセイ株式会社がユニ ・ ハートス株式会社へ社名変更。

2001 年 （平成 13 年） 代表取締役に高原慶一朗氏、 代表取締役社長に高原豪久氏が就任。

2002 年 （平成 14 年） 生理用タンポン 「エルディ」 をライオン株式会社より譲渡。 ユニ ・ ハートス株

  式会社が創業事業である建材事業から完全撤退したのに伴い、 ユニ ・ チャー

  ム　ペットケア株式会社に名称変更。

2004 年 （平成 16 年） ユニ ・ チャーム　ペットケア株式会社が東証第 2 部に上場。

2005 年 （平成 17 年） インターネット通信販売を開始。 ユニ ・ チャーム　ペットケア株式会社が東証

  第 1 部に指定替え。

2006 年 （平成 18 年） 生理用品 「センターイン」 を資生堂グループより譲渡。 韓国に合弁会社ＬＧ

  ユニ ・ チャーム株式会社設立。 ベトナムに 100％子会社設立。

2008 年 （平成 20 年） インド、 ロシア、 オーストラリアに 100％子会社設立。

2009 年 （平成 21 年） アメリカに 100％子会社設立。

2010 年 （平成 22 年） ユニ ・ チャーム　ペットケア株式会社を吸収合併。

2011 年 （平成 23 年） 上海に 100％子会社 （中国本社）、 ブラジル子会社設立。

  ベトナム ・ ダイアナ社の株式 95％取得して子会社化。 住友商事と合弁 (51％

  出資 ) で米国のペットケア事業開始。

2012 年 ( 平成 24 年 ) 中国天津に 100％子会社設立。

  ペパーレット㈱の株式の 95％を取得し連結子会社化。

  連結子会社 尤妮佳生活用品 （江蘇） 有限公司を設立。
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